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【薬効分類】３３３ 血液凝固阻止剤 

【医薬品名】ワルファリンカリウム 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

11. 副作用 

11.1 重大な副作用 

出血 

脳出血等の臓器内出血、粘膜出血、皮下出血等を生じることがあ

る。本剤の抗凝固作用を急速に減少する必要がある場合には投与

を中止するとともに、ビタミンK製剤の投与を考慮すること。脳

出血等の重篤な出血を発現した場合には、必要に応じて、プロト

ロンビン複合体の静注又は新鮮凍結血漿の輸注等の適切な処置を

行うこと。これらの場合には血栓再発に対し十分注意すること。

11. 副作用 

11.1 重大な副作用 

出血 

脳出血、脾破裂に至る脾臓出血等の臓器内出血、粘膜出血、皮下

出血等を生じることがある。本剤の抗凝固作用を急速に減少する

必要がある場合には投与を中止するとともに、ビタミンK製剤の

投与を考慮すること。脳出血等の重篤な出血を発現した場合に

は、必要に応じて、プロトロンビン複合体の静注又は新鮮凍結血

漿の輸注等の適切な処置を行うこと。これらの場合には血栓再発

に対し十分注意すること。 

 


